
数学C 逆 行 列 ( )年( )組( )番( )
ぎゃ くぎ ょうれ つ

逆 行 列
ぎ やく ぎよう れつ

0 でない実数 a に対して，a b ＝ 1となる数 b を a の逆 数といい，a － 1
と 表す。

じ つすう たい かず ぎ やく すう あら わ

正方行列 A と単位行列 E に対して，AB＝BA＝E となる行 列 Bを A の( )とせ いほ うぎよ うれつ た んい ぎよう れつ た い ぎ ようれ つ

いい，( )と 表す。あら わ

a b ) x z )2 次の正方行列 A ＝ に対して，AB＝E となる B＝ を求める。
せ いほ うぎよ うれつ もと( c d ( y w

a b x z 1 0( )( )＝( )＝( )c d y w 0 1

であるから，x, y , z, wについて，次の連立方程式を解く。
つぎ れ んりつ ほう ていし き と

ax＋ by＝ ･･･① az＋ bw ＝ ･･･③{ {cx＋ dy ＝ ･･･② cz＋ dw ＝ ･･･④

よって ①×d － ②×b より ( ad－ bc ) x ＝ ･･･⑤

②×a － ①×c より ( ad－ bc ) y ＝ ･･･⑥

③×d － ④×b より ( ad－ bc ) z ＝ ･･･⑦

④×a － ③×c より ( ad－ bc ) w ＝ ･･･⑧

(i) ad－ bc ≠ 0のとき

x＝ , y＝ , z＝ , w ＝
ad－bc ad－bc ad－bc ad－bc

x z ) 1 )したがって，B＝ ＝ となる。( y w ad－bc (
このとき，BA ＝ E を満たす。よって，B ＝ A

－ 1
である。

み

(ii) ad－ bc ＝ 0のとき

⑤ , ⑥ , ⑦ , ⑧より a ＝ b＝ c＝ d ＝ になる。

これは，① , ④に反する。したがって，Aの逆 行 列は存在しない。
はん ぎや くぎ ようれ つ そん ざい

2 次の正方行列について，次のことがなりたつ。
じ せ いほ うぎよ うれつ つぎ

a b )2 次の正方行列 A＝ に対して，Δ ＝ ad－ bc とおく。
じ せ いほ うぎよ うれつ で るた( c d

1 )Δ≠ 0 のとき，A －1
＝ Δ は determinant の 略

で るた りゃ く

Δ (
Δ＝ 0 のとき，Aの逆 行 列は存在しない。

ぎや くぎよ うれ つ そんざ い

問題 A 次の行 列について，逆 行 列があれば，それを求めよ。
つぎ ぎ よう れつ ぎ やく ぎよう れつ もと

(1)
3 5 )( 1 2

(2)
2 3 )( 1 2

(3)
1 0 )( 3 －1

問題 B 行 列 A , B が逆 行 列 A －1 , B － 1
をもつとき, (AB)－1

＝ B － 1A －1
を証 明せよ。

ぎよ うれつ ぎや くぎ ようれ つ しよ うめい

※(AB) (AB)－ 1
＝(AB) －1(AB)＝ E

結合法則により，
けつ ごうほ うそ く

(AB) B
－1

A
－ 1
＝

B －1 A －1 (AB) ＝

よって , (AB)－1
＝

行 列の方程式
ぎ ようれ つ ほう ていし き

AX＝ B を満たす行 列 X を求めるには，両 辺に左 から A －1
をかける。

み ぎよ うれつ もと りよ うへ ん ひだり

左辺は( A －1AX ＝ ) , 右辺は A － 1 B ，したがって ( X ＝ )さ へ ん う へ ん

4 3 ) 5 2 )問題 C 行 列 A＝ , B＝ に対して，AX＝ B , YA＝ B となる行 列
ぎよ うれつ た い ぎ ようれ つ( 1 1 ( 2 1

X，Y を求めよ。
もと


